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研究内容 
［１］遠紫外分光法を用いた分光分析法の開発 
電子遷移を用いた分光分析法として、可視領域
（波長 800 ~ 400 nm）紫外領域（400 ~ 200 nm）
の吸光光度法は一般的に広く用いられている。
この可視・紫外では共役した多重結合をもつ分
子や遷移金属を含む錯体や酸化物が選択的に
吸収を持つ。一方、遠紫外領域（120~200 nm）
では、ほとんどすべての分子が許容電子遷移を
もち、その吸収が強すぎるため、これまで固
体・液体では計測・分析応用が不可能であった。
当研究室では、固体・液体の遠紫外スペクトル
を簡便に計測できる、減衰全反射遠紫外分光法
（ATR-FUV）を世界に先駆けて開発し、量子化
学計算を用いた基礎研究や、分光分析応用への
可能性を開拓している。 

・単結合のみで構成されている分子（アルカン、
アルコール、エーテル等）において、これまで明
らかにされてこなかった、分子間相互作用による
電子状態の変化の研究。 

-σ電子からの遷移が固―液相転移において大き
な電子状態変化を示すことを発見 

 -シクロヘキサン分子に対するアキシャル位への
メチル基導入による電子状態変化の観測と超共
役による影響 

 -ポリエチレングリコール分子におけるエーテル
基と末端アルコール基のｎ軌道の違い 

・水溶液中の分子間相互作用の研究。特に次世代の
二次電池電解質として注目される、ハイドレート
メルト中の水および構成イオンの電子状態の研
究。ハイドレートメルト中での水の電位窓拡張に
対する水の電子状態変化の実証に成功 

・細胞表面における生体分子の電子状態解析に向け
た、基礎研究。糖・脂質・アミノ酸などの電子遷
移を詳細に解析 

［２］近赤外領域に現れる倍音振動遷移の研究 

近赤外分光法は光センサーによる選果や酸素
飽和度の計測などすでに多くの実用例のある
分光分析法である。その一方で、近赤外領域に
観測される吸収の遷移強度に関する研究はあ
まりされていない。OHの倍音振動の水素結合に
よる変化は基本音では水素結合により吸収強
度が増大するが,第一倍音では減少することが
知られている。これらのバンドの吸収強度と水
素結合の関係を高次倍音に至るまで体系的に
明らかにすることを目的に研究を進めている。
理論的な考察を加えることで、OH 伸縮振動倍
音の水素結合による変化が、電気的非調和性に
よるものであることを明らかにした。 

［３］バイオコークスの分光分析 

バイオマス廃棄物を高密度固体燃料化したバ
イオコークスについて、分光分析研究を進めて
いる。バイオコークス化によって、バイオマス
中の分子変化を分析し、バイオコークス物性の
コントロールに関する基礎研究および品質管
理に関する研究を進めている。 
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■ NIR Advanced Award（近赤外研究会 2020年度）. 

■ 科学研究費 基盤研究 (C)（2021-2023年度 330万円）. 


